
お年寄りや身体の不自由な方々は、 災害時に自力で避難することが困難です。
これら災害時要援護者の皆さんを災害から守るために、 地域の皆さんで協力し、 助け合いましょう。
災害時にスムーズに支援活動を行うためには、 あいさつを交わすなど、
日頃からの気配り、 コミュニケーションが大切です。

・できるだけ複数で援助する。
・手をつないだり、おぶったり、担架を利用したりして、
　本人が安心する方法で対応する。

・まず、声をかける。杖を持った人の手はとらず、ひじの上や肩
　に触れてもらい、半歩前あたりを歩いて誘導するのが原則。
・できるだけ状況を言葉で具体的にイメージできるように伝える。

・手話、筆談、身振り・手振り、正面に向き合って口を大きく開いて
　はっきり、　ゆっくり話す、手のひらに書く方法で意志を伝える。

・階段や坂を上るときは前向き、下りるときは後ろ向きにして
　できるだけ複数で対応し、恐怖感を与えないようにする。

・声をかけたり、見守りをして落ち着かせる。

・声をかけて落ち着かせる。理解されなければ、手を引くなどする。

・言葉だけでなく、身振り・手振り、図・絵を使って意思疎通を図る。

高齢者・傷病者高齢者・傷病者

車いすを利用している人車いすを利用している人

目の不自由な人目の不自由な人

耳の不自由な人耳の不自由な人

旅行者・外国人旅行者・外国人

精神障害のある人精神障害のある人

知的障害のある人知的障害のある人

自助・共助（地域での災害時要援護者支援を）

大雨・洪水時の地下は危険です。早めの避難に心がけましょう。

歩ける水の深さはひざぐらいまで！足元に注意して！

夜間の避難は注意して！集団で、はぐれないように避難しましょう。

早めの避難に心がけましょう。

車での避難はさけ、歩いて避難しましょう。

避難の呼びかけに注意し、正確な
情報収集をしましょう。

動きやすい服装で、荷物は最小限に
しましょう。

逃げ遅れたら、高いところに移動し、
救助を待ちましょう。

危険な場所はさけて、安全なルートで
避難しましょう。

○

防災連絡カードを持とう！

災害の際の避難場所、連絡方法を家族で
話し合っておきましょう。

避難時の持ち出し品を事前に準備し、
置いておく場所も決めておきましょう。

避難の心得・方法避難の心得・方法

尼崎市総務局 防災対策課 尼崎市コールセンター

〒660-8501　尼崎市東七松町 1丁目 23 番 1号
℡ 06-6489-6165　Fax 06-6489-6166

ホームページ　http://www.city.amagasaki.hyogo.jp

06-6375-5639
申請手続き、イベントや施設のご案内など、
さまざまなお問い合わせにお答えします。

ｺｰﾙｻﾝｷｭｰ
お問い合わせ

非常備蓄品（数日間を自足できるように３日分を目安に用意しておきましょう。）

□ 飲料水　９リットル（１人３リットル×３日分）

□ 非常食品

■ アルファ米■ 缶詰 2 ～ 3 缶 ■ ビスケット 1 ～ 2箱

□ 衣料品

■ 下着 2 ～ 3 組■ 衣類 ( スウェット上下、セーターなど )

■ 板チョコ 2 ～ 3枚

※アルファ米は、一度炊いた米を乾燥させたもので、お湯や水を注ぐだけで食べ
　られ、非常食としても活用できます。

非常時の持ち出し品

□ 飲料水・非常食品
■ 飲料水

■ カップめん

■ 乾パン ■ 缶詰 ■ ビスケット ■ チョコレート

□ 家族構成によって必要なもの (小さな子どもや介護が必要な方がいる家庭など )

■ 粉ミルク･ほ乳びん ■紙おむつ ■ 介護用品 ■ ペットフード

□ 衣料品

□ 携帯ラジオ、予備電池、携帯電話

□ 懐中電灯

■ 衣類・下着 ■ タオル ■ 毛布･寝袋 ■ 雨ガッパ ■ 軍手 (厚手の手袋 )

□ 医薬品 (特に、持病をお持ちの方は、服用中の薬を忘れないようにしましょう。)

■ ばんそうこう■ 包帯･きず薬 ■ 常備薬 ■ 服用中の薬 ■ 生理用品

□ 生活日用品
■ ウェットティッシュ ■ ライター・マッチ■ ビニール袋 ■ 使い捨てカイロ ■ ラップ

■ 筆記用具 ■ 紙ｺｯﾌﾟ･紙皿 ■ 割りばし ■ セロテープ ■ ロープ

□ 貴重品
■ 現金 (小銭も ) ■ 預貯金通帳 ■ 印鑑 ■ 健康保険証 ■ 運転免許証

■ アルファ米

・非常時の持ち出し品は、家族構成を考えて必要なものを用意しておきましょう。

・速やかな避難ができるように、必要最小限のものをリュックサックや非常持ち出し袋にまとめておきましょう。

・荷物は持ち運びできるか確認しておきましょう。10kg～15kgぐらいが持ち運びに適当な重さです。

・非常時の持ち出し品は、家族構成を考えて必要なものを用意しておきましょう。

・速やかな避難ができるように、必要最小限のものをリュックサックや非常持ち出し袋にまとめておきましょう。

・荷物は持ち運びできるか確認しておきましょう。10kg～15kgぐらいが持ち運びに適当な重さです。

非常時の持ち出し品チェックリスト非常時の持ち出し品チェックリスト非常時の持ち出し品チェックリスト非常時の持ち出し品チェックリスト非常時の持ち出し品チェックリスト

健康保険証
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津波について津波について

（要援護者避難）
↓

↓

避難準備情報

避 難 勧 告

避 難 指 示

側溝や下水、小河川があふ
れ、道路冠水のおそれがあ
り、警戒が必要

状況把握状況把握

避難準備避難準備

避難開始避難開始

情報収集

気象情報
河川情報
避難情報

インターネット

ラジオ

テレビ

新聞 ラジオ

ひょうご
防災ネット

ひょうご
防災ネット

尼崎市
ホームページ 防災

行政無線

広報車

ＦＭあまがさき
（82.0ＭＨｚ）

災害情報のしくみ災害情報のしくみ

昭和 36 年 9月 第２ 室戸台風
( 戸ノ内：猪名川神崎川合流点付近 )

昭和 36 年 9月  第２室戸台風
（杭瀬南新町）

昭和 58 年 9月 台風 10 号
（武庫川 : 上武庫橋下流）

武庫川の洪水に備えて

猪名川・藻川の洪水に備えて

災害情報のしくみ

避難の心得・方法

非常時の持ち出し品チェックリスト このマップは、 
河川の洪水時に住民
の皆さんが安全に避難し
ていただけるよう、浸水
が予想される地域や避難
場所などの情報を示
したものです。

平成 21 年 3 月現在
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